
地球温暖化防止森林吸収源10カ年対策の概要

基本的考え方

森林・林業基本計画に基づくとともに、地球温暖化対策推進大綱において必要に応じて柔軟に対策・施策を見直すこととされていることを踏まえ、目標の達成に

必要な吸収量の確保を目指す。地球温暖化対策の推進は政府全体として取り組むべき課題であり、温暖化対策税等の新たな税財源措置を含めた、様々な角度から

の検討が必要と考えられていることから、このことも踏まえ対応。

１０カ年対策の目標

育成林全体約1,160万haについて、○ ：健全な森林の整備の目標

全国森林計画及び同計画に即して作成される地域森林計画等に基づ

き、多様で健全な森林整備を展開。

天然生林約○ ：保安林等の適切な管理・保全等の推進の目標

590万haを含む保安林等全体について、指定目的に応じた機能が持続

的に確保されるなど良好な管理・保全等の実現を目指す。

望ましい森林の○ ：木材及び木質バイオマス利用の推進の目標

整備の確保はもとより循環型社会の形成、持続可能な社会の実現等

の観点から、森林の整備を通じて供給される木材資源の利用を促進。

普及啓発及び広範な○ ：国民参加の森林づくり等の推進の目標

な国民の直接参加による森林の整備・保全活動や森林環境教育を推

進。

実施にあたっての展開方向

○民有林と国有林を通じ、山村と都市との連携を図りつつ、国、地方公共団体、事業体及び国民が一体となっ

て、各地域における森林整備の必要性等についての理解を共有し参画する取組として展開。

○本対策の推進に当たっては、関係府省との連携を図るとともに、林業・木材産業の構造改革を推進しつつ、

コスト縮減等により森林整備等の効率化を徹底し最大限の効果の確保を図る。

○温室効果ガスの排出の抑制等のため政府自らが率先して実行することの意義は高いことから、政府の実行計

画に基づき、国有林野における健全な森林の整備や適切な管理・保全等を図るとともに、木材の利用等を進

める。

具体的対策

各地域において地方公共団体、林業関係者、ＮＰＯ等幅広い関係者が参画して、管○ ：健全な森林の整備

理不十分な森林の整備を着実かつ効率的に実施するための行動計画を作成。多様な森林整備や生物の生息・

生育空間の適切な配置を確保し自然生態系の再生が図られるような取扱を、緑の雇用の取組を含めて推進。

森林の荒廃を防止するため、治山施設の効率的かつ効果的な○ ：保安林等の適切な管理・保全等の推進

整備に取り組むとともに、保安林制度の適切な運用により保安林の保全対策の適切な実施等を進める。

木材利用に関する国民への普及啓発、木材産業の構造改革等を通○ ：木材・木質バイオマス利用の推進

じた住宅や公共部門等への木材の利用拡大、木質資源の利用の多角化を進める。

国民的課題である森林吸収源対策への直接参加や支援意識の醸成が○ ：国民参加の森林づくり等の推進

図られるよう、植樹祭等のイベント等を通じた普及啓発、主体的かつ継続的な森林ボランティア活動、森林

環境教育、森林の多様な利用等の推進により、森林づくりに関する幅広い国民の理解と参画を促進。

2007年に予定される吸収量の算定・報告体制にかかる条約事務局の○ ：吸収量の報告・検証体制の強化

審査に向けて、必要な森林資源情報の収集システムの整備等を進め、報告・検証体制を強化。

ステップ・バイ・ステップの取組

地球温暖化対策推進大綱に基づき、ステップ・バイ・ステ

ップのアプローチによりステップごとに必要となる取組を

着実に実行。

各地域における森林吸収源対策の展開に向けた行○ ：第１ステップ

動計画の作成、森林・林業の担い手の確保等の体制整備に直ちに着

手するとともに、施策の重点化・効率化等を徹底し、最大限の効果

の確保を図る。

第１ステップでの対策の進捗状況等を踏まえ、○ ：第２ステップ

目標の達成に必要な追加的な施策を含め森林整備等の強化を図る。

第２ステップまでの対策展開の成果を踏まえつ○ ：第３ステップ

つ、目標の達成に万全を期するために必要な施策を着実に進める。

森林吸収量にかかる報告・検証体制については、第１、第２ステッ

プを通じて整備を図り、第３ステップにおいて適切に報告を行う。
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健全な森林の整備

複層林や広葉樹林の整備等を推進

するほか、地域固有の森林の再生、

間伐対策等を通じて健全な森林の整

備

また、今後の森林整備を支える担

い手を育成

○ 森林吸収源対策推進プランの策定

◎ 複層林や広葉樹林の整備

◎ 緊急間伐総合対策

◎ 森林整備と一体的な路網の整備

○ 緑の雇用担い手育成対策

国民参加の森林づくりの推進

地域住民、ＮＰＯ等の参加と連携

を促進し、国民的取組を推進

○ 国民参加の緑化運動の推進

○ 高校生による山村滞在型森林保

全活動の推進

保安林等における森林の保全

適切な管理・保全や災害の未然防

止・迅速な復旧のほか、森林病害虫

被害対策を推進

◎ 流域上流荒廃地等の保全

○ 自然植生の保全・再生のための

巡視等の強化

○ 松くい虫被害対策の推進

木材・木質バイオマスの利用促進

木材利用による森林整備の促進、

化石燃料の使用抑制

○ 木質バイオマス利活用の推進

報告・検証体制の整備

吸収量の報告・検証体制の整備

○ 森林吸収源データの緊急整備

○ 国レベルでのデータの収集管理

システムの開発

森林吸収源１０カ年対策の展開

3.9％の確保に向け、政府全体の課題として森林整備を強
力に推進

① 健全な森林の整備による吸収機能の向上

② 保安林等の適切な管理・保全による吸収機能の維持・向上

③ 森林づくりへの多様な主体の参加による国民的取組の推進

④ 森林整備の促進と排出抑制につながる木材、木質バイオマ

ス利用の推進

健全な森林の整備

都市と山村の共生・対流

循環型社会の構築

多様な主体の参画雇 用 の 創 出

15ヵ月予算 （Ｈ14当初予算）

公 共 事 業： ４５３０ 億円 （３４７２ 億円）

［Ｈ14補正 1175億円・Ｈ15 3355億円］

非公共事業： １３０７ 億円 （１０９１ 億円）

［Ｈ14補正 185億円・Ｈ15 1122億円］

地球温暖化防止に向けた推進体制の確立

◎ 林野公共事業の強化を図りつつ、重点化・効率化

・ 森林整備への事業の重点化

・ コスト縮減による効率的実施

○ 雇用対策と連携した労働力の育成・確保

○ 木質バイオマス施設の整備促進

○ 吸収量の報告・検証体制の整備

○ 環境省、厚生労働省等関係府省との連携強化

Ｈ 14補正・Ｈ 15 森林・林業関係予算（ 15ヵ月予算）の重点事項
～ 地球温暖化対策の推進 ～

○地球温暖化の防止 ○安全な国土の形成、おいしい水、きれいな空気 ○自然と共生する美しい日本の創造

自 然 再 生

森林整備事業

2,096億円

(1,798億円)

治山事業

2,062億円

(1,589億円)

36百万円 (0)

11億円(４億円)

5億円(補正)

13億円 (0)

20億円 (19億円)

30億円 (0)

95億円 (補正)

30百万円 (0)
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